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「獄友」豊中上映会 
 

①2018 年 9 月 19 日（水） 

  18:00～21:00  

アフタートーク：金
きむ

 聖
そん

雄
うん

（監督） 

②2018 年 9 月 22 日（土） 

 13:30～15:30 
上映時間：115分 

会場：豊中人権まちづくりセンター 
参加費：一般 1,000 円（高校生以下は無料です） 

 
やってないのに、殺人犯。 

人生のほとんどを獄中で過ごした男たち。 

彼らは言う 

「不運だったけど、不幸ではない」。  

「また冤罪映画！？」と思う人もいるだろう。 

しかしどうしても描かなければならないものがある。 監督 金聖雄 

長期戦 不死の私の 歳を云う 勝利の日まで 凛と立つ 

● 映画「獄友」の中で一雄さんが詠んだ歌 

ス  ト  ー  ン       リ  バ  ー 

大阪府豊中市庄内栄町３－１６－１０（石原方） 
ＴＥＬ・ＦＡＸ    ０６－６３３２－４９８０ 
Ｅメール       ishiharabin@yahoo.co.jp  

郵便振替      ００９６０－８－１００５７４「狭山事件研究会」 

関連ブログ    http://burakusabe.exblog.jp/. 
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第 35 回三者協議について（報告）                   部落解放同盟中央本部                             

 

（１）コンピュータによる筆跡鑑定などの新証

拠を提出 （1 月 15 日） 

 

 2018 年 1 月 15 日、弁護団は、コンピュー

タによる筆跡鑑定などの新証拠 5 点を提出

しました。第 3 次再審請求で提出された新

証拠は 197 点になりました。提出された新

証拠は、福江潔也・東海大学教授による

「脅迫状と上申書間におけるコンピュータに

よる筆者異同識別」など報告書 2 通、魚住

和晃・神戸大学名誉教授による筆跡につい

ての意見書、石川さんが 5 月 21 日に上申

書を書いた際に立ち会った警察官の報告

書3通（昨年証拠開示されたものを含む）で

す。 

 

 福江報告書 2 通は、それぞれ、狭山事件

で犯人が届けた脅迫状と、石川さんの書い

た上申書（1963 年 5 月 21 日付けと同年 5

月 23 日付け）および石川さんが浦和拘置

所にいたときに書いた手紙（1963 年 9 月 6

日付けと同年 10 月 26 日付けのもの）を検

査対象として、コンピュータによる筆者異同

織別をおこなったものです。福江報告書は、

結論として、脅迫状と上申書・手紙は「平均

識別精度99．9％であきらかに別人により筆

記されたものである」としています。 

 

 福江報告者の判定方法は、長年の研究

にもとづく最新の科学的なもので、コンピュ

ータを使って文字を読み取り、字形の情報

を数値化し、文字を重ね合わせたときのズ

レ量を計測するものです。筆跡の相違度が

客観的に数値化され比較できます。 

 

 具体的には脅迫状と上申書・手紙にくりか

えし出てくる「い、た、て、と」の 4 文字を対

象として、すべての筆跡の組み合わせにつ

いて相違度（ズレ量）を計測したところ、個

人内の書きムラでは説明できない大きな相

違度があることがわかったというものです。

研究室の筆跡データベースにある多数の

筆跡サンプルをもとに同一人か別人かを判

定する識別境界のズレ畳（相違度）がわか

っていますが、脅迫状と石川さんの文書の

筆跡の相違度はそれを大きく上回るもので

あり、99．9％の識別精度で別人の書いたも

のと判定するのが合理的と結論づけていま

す。 

 

 福江報告書は、警察の従来の筆跡鑑定と

違って、コンピュータによって計測、判定さ

れており非常に客観的であるという点が重

要です。福江報告書によって、有罪判決の

決め手の証拠となった脅迫状は石川さんが

書いたものではないことが最新の科学的方

法によって明らかになったといえます。 

 

 また、福江報告書は、同一人が書いた場

合の書きムラ（筆跡の個人内の変動）も考

慮して、脅迫状と石川さんの筆跡の相違が

個人内の書きムラではありえないことを数量

的に明らかにしていることも重要です。この

ことは「字は書くたびに違う」として筆跡の違

いをごまかしたこれまでの再審を棄却した

決定の誤りも明らかにしているといえます。 

魚住意見書は、石川さん逮捕の根拠の

ひとつとされた警察の筆跡鑑定の中間回答

が誤っているうえに、非常に恣意的であると

指摘したものです。  

           

警察は 5月 21 日に石川さんの家で上申

書を書かせたうえ、県警鑑識課で鑑定させ、

わずか 1日で同一人の筆跡という中間回答

が出され、それを根拠に逮掃状を請求し、5

月 23 日に石川さんを逮捕しています。5 月

21 日に上申書を書かせた警察官がその日

に作成した報告書には「筆跡が酷似してい

る」などと犯人と決めつけた内容が記載され

ています。明らかに石川さんを狙い打ちし、

犯人視して決めつけた捜査をおこなってい

ることがうかがえます。こうした石川さんを犯

人と決めつけたうえで警察が「筆跡は同一」

という鑑定の中間回答（正式の鑑定は 6 月

1 日付け）を急いで作らせて強引に逮捕し、

自白をせまるという予断に満ちた不当な捜
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査だったことが明らかです。 

 

 逮捕の根拠になった中間回答の誤りと恣

意性を明らかにした魚住意見書によって、

狭山事件の捜査に問題はなかったとした有

罪判決の誤りが明らかになったといえます。 

 

 弁護団はすでに、証拠開示された取調べ

録音テープの分析もふまえて、当時の石川

さんが非識字着で脅迫状を書けなかったこ

とを明らかにした森鑑定、魚住鑑定も提出

しています。今回の福江報告書、魚住意見

書とこれまでの筆跡・識字能力鑑定とあわ

せてみれば、石川さんが脅迫状を書いた犯

人でないことは明らかです。 

 新証拠の学習をすすめ、より多くの人に

石川さんの無実をひろげよう。 

 

（2）第 35 回三者協議 （1 月 22 日） 

 

 2018 年 1 月 22 日、東京高裁で第 35 回

三者協議がひらかれました。東京高裁第 4

刑事部の後藤眞理子裁判長と担当裁判官、

東京高等検察庁の担当検察官、弁護団か

らは、中山主任弁護人、中北事務局長、横

田、近藤、小林、宇都宮、青木、平岡、小島、

河村、高橋、指宿の各弁護士が出席しまし

た。昨年12月22日付けで第4刑事部に就

任した後藤眞理子裁判長のもとではじめて

の三者協議でした。 

 

 証拠開示についての協議のあと、弁護団

からは、1 月 15 日に提出した福江報告香、

魚住意見音などの新証拠の意義について

説明しました。福江報告書については、コ

ンピュータを使って客観的に計側、判定さ

れた科学的な鑑定で、99．9％の識別精度

で脅迫状と石川さん自筆の上申書、手紙と

は別人の書いたものであることが明らかに

なったと説明しました。検察官はこれらの新

証拠について反証・反証を検討していると

しました。中山主任弁護人は、第 3 次再審

請求では、多くの証拠が開示され、それら

をもとに弁護団は新証拠を提出しており、

筆跡などの鑑定を裁判所がじっくり検討し

ていただきたいと強調しました。 

 

弁護団は、三者協議後に司法記者クラ

ブで記者会見をひらき、新証拠の意義につ

いてマスコミにも訴えました。記者会見で石

川さんは「学校に行けず、当時は読み書き

ができなかった私が脅迫状を書けるはずが

ない。その通りの鑑定が出た．一日も早く再

審を認めてほしい」と訴えました。福江報告

書については1月 16日にNHKがニュース

や東京新聞などでとりあげたほか、三者協

議後にテレビ朝日、フジテレビなどのニュー

スで報じられました。 

 

 次回の三者協議は 5 月中旬に開かれま

す。5 月には狭山事件は事件発生から 55

年をむかえ、5月23日に石川さん不当連綿

55 カ年を糾弾し、再審開始を求める市民集

会も予定されています。3 月には全国狭山

活動者会議・住民の会交流会をひらき、弁

護団の報告を受けるとともに、当面の取り組

みを協議する予定です。 

 

狭山パンフや取調べ DVD、狭山事件の

パネルなどを活用し、下山鑑定、コンピュー

タによる筆跡鑑定、識字能力鑑定、取調べ

録音テープを分析した心理学鑑定など、弁

護団が提出した新証拠について、学習・教

宣を強化し、狭山事件55年をアピールする

取り組みを全国各地ですすめよう！ 

以  上 

 

 

第 3 6 回三者協議について(報告)                   部落解放同盟中央本部  

 

( 1 )新証拠と補充書を提出 ( 5 月 11 日) 

 

2018 年 5 月 11 日、弁護団は、自白に関

する補充書 2通を提出しました。 

 

提出された補充書の1通は、公判での自

白についてで、石川さんが 1 審の裁判中も

否認せず、検察官や裁判官の尋問に対し

て、取調べ段階の自白内容を維持していた



4 

 

のは、取調べで否認できない状況に追い

込まれ自白にいたった経緯、あきらめの心

境と弁護人との信頼関係が失われていたこ

と、警察官による金品の差し入れなどの「面

倒見」という複合的な要因によるもので、公

判廷の自白内容も捜査段階の自白と同じ

内容で信用できないことを開示された取調

べ録音テープなどをもとに明らかにしたもの

です。 

 

また、もう 1 通の補充書は、石川さんの自

白に任意性、信用性がないことを指摘した

ものです。証拠開示された取調べ録音テー

プでは、否認を続ける石川さんに対して、3

人の警察官が「脅迫状を書いたたことは間

違いない」「供述する義務がある」「書いた

書かないを議論しているときではない」など

と脅迫状を書いたという自白を強要している

取調べが録音されていました。こうした取調

べでなされた自白はとうてい任意になされ

た自白とはいえないことを指摘しています。 

 

また、届けられた脅迫状と一緒に卦筒に

入っていた被害者の身分証明書について、

取調べ録音テープのやりとりで石川さんは

説明できず、石川さんが被害者の身分証明

書を奪って封筒に入れたという体験をした

犯人でないことを示していると指摘していま

す。狭山事件の有罪判決(東京高裁・無期

懲役判決、寺尾判決)は、石川さんが被害

者の手帳を奪い、素通しのところから見える

身分証明書を取り出して脅迫状を入れた封

筒に身分証明書を入れて被害者の家に届

けたとしていますが、関係者の調書、捜査

報告書など新証拠 4 点をもとに、この認定

に合理的疑いが生じていることを補充書は

明らかにしています。 

 

また、自白通り発見されたとして有罪証

拠とされた腕時計についても、取調べテー

プで、石川さんが腕時計のことを認識して

おらず、「腕時計のことはわからない」とくり

かえしていることや自白内容が不自然であ

ることを指摘し、殺害現場で奪って自宅に

持ち帰り、後日道路上に捨てたという段階

の自白も公判での自白も信用性がないこと

を明らかにしています。 

 

( 2 )第 36 回三議 ( 5 月 14 日) 

 

2018 年 5 月 14 日、東京高裁で第 36 回

三者協議がひらかれました。東京高裁第 4 

刑事部の後藤眞理子裁判長と担当裁判官、

東京高等検察庁の担当検察官、弁護団か

らは、中山主任弁護人、中北事務局長、横

田、宇都宮、近藤、青木、平岡、小島、河村、

山本、高橋、指宿の各弁腹士が出席しまし

た。 

 

当面する進行について協議され、検察官

はコンピュータによる筆跡鑑定について、

反論、反証を検討しているとしました。また、

自白の関係についても反論を検討するとし

ました。 

 

弁護団は8月頃をメドにスコップ関係など

準備中の新証拠を順次提出していくことを

伝えました。また、提出した自白についての

補充書について説明しました。 

 

次回の三者協議は 9 月中旬に開かれる

予定です。 

 

5 月 23 日には、石川さん不当逮捕 55 カ

年を糾弾し、再審開始を求める市民集会が

予定されています。映画「獄友」が全国でも

映画館での上映がおこなわれています。ま

た、各地での自主上映もおこなわれていま

す。 

 

狭山パンフや取調べ DVD、狭山事件の

パネルなどを活用し、下山鑑定、コンピュー

タによる筆跡鑑定、識字能力鑑定、取調べ

録音テープを分析した心理学鑑定など、弁

護団が提出した新証拠について、学習・教

宣を強化し、狭山事件55年をアピールする

取り組みを全国各地ですすめよう！映画

「獄友」の自主上映運動をすすめよう！ 

 

以上 
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再録 

「袴田決定」に見る冤罪弾圧を跳ね返し、 

狭山第 3 次再審を勝ち切るために 
 

佐佐木 寛治（大阪） 
 

よもやと思ったが、6 月 11 日、東京高裁

第 8 刑事部（大島隆明裁判長）は、袴田事

件の再審開始決定を取り消した。司法権力

のおぞましさを見せつけられた気がするが、

狭山や他の冤罪事件に波及することは必

至で、危機感が募る。 

 

今まさに、狭山は敗北の歴史にピリオド

を打てるかどうか、55 年の闘いが真価を問

われる場面にある。隘路を切り拓くために

は、東京高裁を揺るがす世論のうねりが必

要で、その仕掛けをすべきだ。 

 

一つは、「意見広告」だ。お金がないから

やらないのは問題の立て方が間違ってい

る。署名をしてくれた100万人を超える人た

ちに訴えれば、一人 100 円でも 1 億円にな

る。この単純計算を現実化するのが「意見

広告運動」で、誰でも・どこでも参加できる。

先般、別団体による意見広告が毎日新聞

に掲載されたが、インパクトがあったし、

「反響調査」の 153 人のコメントを見れば、

効果があったこともわかる。やはり、全国紙

にやるべきだ。 

 

もう一つは、インターネットを駆使した情

報発信の強化だ。今やこれなくして運動は

成り立たないと言ってもよく、即座にやるべ

きだし、できるはずだ。 

 

確定判決の有罪の根拠は、弁護団によ

ってすでに覆され、まともな反論ができない

検察を圧倒している。証拠やリストの開示

は必要だが、検察官の時間稼ぎに付き合う

のでなく、裁判長に鑑定人尋問を強く迫る

べきだ。「下山鑑定」や「福江報告書」という

武器を手にしている今こそ、畳みかける時

だろう。 

 

後藤眞理子裁判長は 2020 年 6 月 23 日

に定年退官を迎えることから、来年の

「5.23」あたりが山になるだろう。この機を逸

すれば、もうチャンスは巡ってこないかもし

れない。部落差別に基づく権力犯罪を暴き、

石川一雄さんの冤を晴らさずして水平社

100年はない。今ここで持てるもの全てを惜

しみなくつぎ込むべきだ。 

 

これだけ注目された袴田事件で暴挙を

やるということは、誤判・冤罪は認めないと

いう司法権力の意思が並ではないことを示

しており、再審の扉の前に大きな壁が立ち

現われたと言える。もはや既成の対応・方

針は通用しない。非常事態宣言を発し、こ

れを突き崩す新しい方針を打ち出すために

「狭山人（さやまびと）」の知と力を集めるべ

きだ。 

 
 

東京高裁が不当決定！袴田さんも石川さんも

無実！再審・無罪を！ 

 

6 月 11 日、東京高等裁判所第 8 刑事部

（大島隆明裁判長、菊池則明裁判官、林欣

寛裁判官）は、「袴田事件」で「再審開始の

根拠となった DNA鑑定は信用できない」と 
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して地裁決定を取り消し・再審請求を棄却

するという暴挙を行った。 

 

裁判所が冤罪を認めることは自分の首

を絞めることと同じで、そんなことはあえて

しない。しかし、2014年3月、静岡地裁は再

審開始決定をした。そして、東京高裁はこ

れをひっくり返した。司法の「面子」を守るこ

とを優先し、冤罪の解明に蓋をする道を選

択したのだ。 

 

 弁護団が、「（裁判所は）4年間、何をやっ

て来たのか。本田鑑定に疑問・疑念がある

ならば、鑑定人尋問で疑問をぶつければ

良かった。裁判官からはまともな質問がな

かったのに、決定書の中であれこれと批判

がましい評価をしている」と言うように、一

方的な作文で切り捨てるのは、予断があっ

たとしか思われない。 

 

事件から 52年、やっと開いたと思った再

審の扉は閉じられ、4年前に48年ぶりに釈

放され、いまだ拘禁症との闘いのさ中にあ

る袴田巌さんの無実の訴えは封じられた。

18 日、弁護団は最高裁に特別抗告をし、

新たな舞台のゴングを鳴らした。 

 

その最高裁では、以下の再審事件も審

理されている。 

 

●「大崎事件」 

2018 年 3 月 12 日、第 3 次再審請求即

時抗告審で前年 6月の鹿児島地裁決定に

続き、福岡高裁宮崎支部も 3度目となる再

審開始決定を出すも、19 日に福岡高検が

最高裁に特別抗告。  

 

●「松橋事件」  

2017 年 10 月 29 日、福岡高裁が再審開

始を認めた熊本地裁決定（2016 年 6 月）を

支持して検察側の即時抗告を棄却するも、

福岡高検が 12 月 4 日に最高裁に特別抗

告。 

 

●「湖東記念病院事件」 

2017 年 12 月 20 日、大阪高裁が即時抗

告審で再審開始決定をするも、大阪高検

が 12 月 25 日に最高裁に特別抗告。 

 

長い時間と労力を注ぎ込んだ末に再審

開始決定を勝ち取っても、検察の抗告権の

濫用により、再審裁判が阻まれるという事

態が続いている。これは、耐え難いほど正

義に反すると状況と言わざるを得ない。 

 

 

これらを踏まえると、今回の「決定」は、

「狭山」をはじめとする冤罪を訴え、再審を

求める人たちに対する弾圧宣言だと言える。
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そして、それが最高裁のお膝元である東京

高裁でなされたということは、他の裁判所

および裁判官に対する有形無形の圧力と

なって、再審へのブレーキを踏ませていくこ

とが心配される。 

 

6 月 16 日に静岡で抗議集会が開催され

た。駅近くの静岡県労政会館には150人ほ

どが参加し、弁護士の話や足利事件の菅

家さんなどの連帯のあいさつ、各地の支援

団体のアピールがあった。そして、最後に

姉の袴田ひで子さんがあいさつに立ち、こ

う言った。 

 

「残念な結果でございました。落ち込ん

でいる人もいるでしょう。でも、皆でがんば

って参りましょう。 

 

前は周りが皆、敵に見えた。でも、今回

はそうは思わなかった。それは皆さまのご

支援のおかげです。巌は半分くらいわかっ

ている、半分くらいはわかっていない」 

 

「夕方、公園に迎えに行くと、『誰か来て

るか？』と聞いてくる。『誰も来てないよ、も

う一段落ついたから安心しな』と言って、二

人で帰ってくる。『今日は晩ご飯、何す

る？』などと言ってやっている」 

 

「私も落ち込んでなんかいられない。最

高裁に向かって突き進むだけです。皆さま、

よろしくお願いいたします。頑張って参りま

す」 

 

50 年闘い続けてきて、今度こそ！との思

いもあったはずだが、その気持ちを飲み込

んで、爽やかともいえるような語り口で、闘

いを続けると宣言した。支援者の方が逆に

励まされるというスゴワザを見せつけられ

た。85 才とは思えないみずみずしさとエネ

ルギーの発露を感じ、「よし！」との思いで

帰阪した。 （ささき） 

 

 

 

〈新証言〉 

神を捨て，神になった男 確定死刑囚・袴田巖 特別篇

－－「私，本当は袴田さんを見ていないんです」 

青柳雄介（ジャーナリスト） 

「静岡新聞」6月 17日 
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情報公開 

第 4 刑事部係属は 61 件 （2017 年 12 月 8 日現在） 

 

どれくらいの事件を担当しているのか、情報公開請求をした。全部で61件。再審事件が4

件ある。58 が狭山、59 が三鷹だが、あとの 2 件は？？で、その「三鷹事件」の高裁決定が

出されるという。 

 

「三鷹事件」第 2 次再審、東京高裁決定へ！ 
 

2011 年 11 月 10 日、竹内景助さんの死

後44年を経て、遺族・弁護団が無念を晴ら

すべく再審を申し立てた、「三鷹事件」の第

2次再審請求審が大詰めを迎えている。 

5 月 28 日の第 22 回三者協議での後藤

眞理子裁判長の判断を受けて、弁護団は、

9 月末までに最終意見書を出すことを決め

たからだ。弁護団が求めた証人調べにつ

いて、後藤裁判長は必要ないとしたが、弁
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護団は悲観的にはとらえず、「勝算あり！」

と読んでいるようだ。 

 狭山は三鷹に先立つこと 5 年、すでに 12

年を経過している。その意味では、いつこう

した事態になってもおかしくはなく、“その

時”は早く訪れるかもしれない。その意味で

も注目せざるを得ないし、「三鷹」の再審開

始決定をかちとることがとても大事になる。

ぜひとも支援をしたい。 

 

                                

情報公開 

●東京高検への要請行動 
 

開示された文書を元に「一覧表」を作成

しました（12ページ）。2年10カ月で57件で、

要請者として記載されているのは 9団体。 

 一番多いのは「部落解放同盟全国連合

会」の 11 件、ついで「部落解放同盟中央本

部」の 6件、以下、「キリスト教連帯会議」の

3 件、「宗教教団連帯会議」の 3 件などとな

っています。そして、「非開示」となった 26

件のうちの 19 件は「高裁前アピール行動」

の関係です。 

 

 やはり、直接出向いて、対面して、伝える

裁判支援カンパをお願いします！ 

竹内景助さんは無実だ！三鷹事件再審を支援する会 

 〒160-0004  東京都新宿区四谷 2丁目 11 番 9 号 報友ビル 303 号  

東京クローバー法律事務所 TEL03-5379-6560／FAX03-5379-6552 

http://www.maroon.dti.ne.jp/mita

ka-saishin/ 
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ことはとても大事なことだと思います。高裁

や高検が対応しきれないほど、要請者が押

しかける、そんなことになれば、彼らもあた

ふたするはずです。一人でも対応してくれ

ますので、ぜひチャレンジしてください。 

 

●東京高裁への要請行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●要請行動のアポイント 

東京高裁総務課    ０３（３５８１）５４１１ （内線）２９１４  

東京高検公判事務課 ０３（３５９２）５６１１ （内線）３２２６  

「団体名」は墨塗りです。 

期間は2012年 12月から 2017年 10月まで。 

年度別に集約します。 

 2012 年度：2 件 

 2013 年度：21 件 

 2014 年度：15 件 

 2015 年度：15 件 

 2016 年度：13 件 

 2017 年度：10 件 

 計    76 件 
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NO 年 月日 要請者 人数 備考

1 1.19 非開示

2 1.26 部落解放同盟全国連合会青年部 15

3 3.5 非開示 東京高裁前アピール

4 3.16 狭山再審を求める市民の会・こうべ 4

5 3.17 部落問題に取り組むキリスト教連帯会議 9

6 3.19 非開示 東京高裁前アピール

7 4.16 非開示 東京高裁前アピール

8 4.28 非開示 東京高裁前アピール

9 5.1 部落解放同盟全国連合会 20

10 5.14 非開示 東京高裁前アピール

11 5.21 部落解放同盟中央本部 23

12 6.25 非開示 東京高裁前アピール

13 7.7 非開示 東京高裁前アピール

14 7.16 非開示

15 7.23 部落解放同盟全国連合会 18

16 7.23 非開示 東京高裁前アピール

17 8.27 非開示 東京高裁前アピール

18 9.3 非開示 東京高裁前アピール

19 9.10 部落解放同盟全国連合会 12

20 9.10 非開示

21 9.18 部落解放中央共闘会議 10

22 10.1 非開示 東京高裁前アピール

23 10.7 非開示

24 10.26 部落解放同盟全国連合会 18

25 10.28 「同和問題」にとりくむ宗教教団連帯会議 11

26 10.30 部落解放同盟中央本部 27

27 10.30 ストーン・リバー

28 11.19 非開示

29 11.27 非開示

30 11.27 非開示

31 12.3 非開示 東京高裁前アピール

32 12.11 非開示 東京高裁前アピール

33 12.11 狭山事件と人権を考える茨城の会 8

34 12.17 非開示 東京高裁前アピール

35 12.21 部落解放同盟全国連合会 14

36 1.29 非開示 東京高裁前アピール

37 2.19 非開示 東京高裁前アピール

38 2.26 非開示 東京高裁前アピール

39 3.8 部落問題に取り組むキリスト教連帯会議 15

40 3.28 部落解放同盟全国連合会 10

41 4.5 ストーン・リバー

42 4.26 非開示 4 東京高裁前アピール

43 5.24 部落解放同盟中央本部 22

44 7.14 非開示 東京高裁前アピール

45 7.25 部落解放同盟全国連合会 16

46 9.29 部落解放同盟中央本部・部落解放中央共闘会議 11

47 10.26 「同和問題」にとりくむ宗教教団連帯会議 11

48 10.28 部落解放同盟中央本部 20

49 10.31 部落解放同盟全国連合会 25

50 12.7 狭山事件と人権を考える茨城の会 11

51 1.31 部落解放同盟全国連合会 7

52 2.28 部落問題に取り組むキリスト教連帯会議 12

53 5.23 部落解放同盟中央本部 19

54 7･10 部落解放同盟全国連合会 15

55 10.27 「同和問題」にとりくむ宗教教団連帯会議 14

56 10･30 部落解放同盟全国連合会 18

57 10.31 部落解放同盟中央本部 29 0

東京高検への要請行動一覧(2015年1月19日～2017年10月31日）

2015

2016

2017
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石川一雄さん・早智子さん

の近況等は、早智子さんの

HP「冤罪 狭山事件」に掲

載されています。二つピック

アップします。 

http://www.sayama-jiken.com/ 
 

（１）2018 年 7 月 25 日、 

福岡県から学校の先生方が中心に現調                   
 

石川は「今日も

猛暑の中を遠くか

ら現調に来て下さ

って申し訳ない。私

が 24 歳にもなって

如何なる事情があ

ったとしても、『自

白』してしまったこと

が、今も皆さんにこ

のようにご迷惑をお

かけしている。 

 

取り調べられている時、いくら私が『犯人

では無い、脅迫状は私は書けなかった』と

言っても、取調官は『いいや、お前が脅迫

状を書いたことは間違いのない事実なんだ。

早く白状しろ』と朝から、深夜まで攻め続け

られた。最後には兄が犯人と思わされ、ま

た、『10 年で出してやる、これは男と男の約

束だ』との言葉に、結局権力に迎合してし

まった自分の無学や、弱さがこの様な結果

を招いた。刑務所の中で文字を取り戻し、

多くの事を学んでいく中で、義務教育とは

言わない、せめて小学校 5～6 年生位の学

力があれば、このように騙されていなかっ

たかもしれないと、一時は学校に行かせて

もらえなかったことで両親をうらんだことも

あった。 

 

冤罪は冤罪被害者を生むだけではなく、 

 

真犯人を取り逃がす、また、えん罪被害者 

の家族をも巻き込み苦しみが続く。被害者

の家族も苦しみが続くだろう。冤罪が二度

とあってはならない。 

 

私は犯行時刻とされていた時、両親や、

家族と食事をしたり、テレビを見ていた。だ

から両親が一番無実を知っている、しかし、

肉親の証言は取り上げられなかった。多く

の人に狭山事件に関心を持ってもらい、裁

判所に裁判を開くようにという行動を起こし

てほしい。 

 

皆さんが石川さんは無実だ、無罪だと信

じて下さっていても、法廷の場で『石川無

罪』の宣告がない限り、私の冤罪は晴れな

い。今、弁護団から石川無実を明らかにす

る科学的な鑑定が出されている。この鑑定

人尋問、事実調べをすることで、真実が明

らかになる。大きな風を吹かせて頂きたい。
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裁判が開かれれば、私の無実が明らかに

なる。」と訴えた。 

 

いつも私が思う事だが、石川をウソの

「自白」に追い込んだ取調官、警察権力、

そして事件発生から５５年経った今もなお、

狭山事件の証拠を隠し続ける司法・国家権

力こそ糾弾されなければならない。 

 

 

（２）2018 年 8 月 5 日、 

狭山事件の再審を求める兵庫県民のつどい                  
 

 

2018年 8月 5日、兵

庫県私学会館で、部落

解放同盟兵庫県連、部

落解放兵庫県民共闘

会議の主催で上記集

会が開かれた。酷暑の

中多くの人が来て下さ

った。 

 

 6 月には袴田事件の再審開始取り消し、8

月 3 日には今市事件での無期懲役の判断

が出され、東京高裁での不当判決が相次

いだ中での集会だったが、厳しい状況を跳 

 

ね返し、鑑定人尋問や再審開始をさせるの 

は私たちの闘いであり、決意新たに闘いを

進めていこうと、参加者の決意を込めた。

その後、ＪＲ元町駅前での情宣行動、灼熱

の太陽が照りつける中、マイク情宣、狭山

うちわの配布など、暑さに負けない闘いを

繰り広げた。（写真：金聖雄さんの FB より） 

 

  今日8月6日は73年前、広島に原爆が 

投下された日。8 月 9 日は最高裁判所で狭

山事件の上告が棄却された日（1977 年）で

あり、73 年前、長崎に原爆が投下された日。

戦争も、差別も、えん罪も・・・・・・二度とこ

のようなこと起こさせないためにも、一人ひ

とりが声をあげることが社会を変えていく力

だと思う。 
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5.22「市民アピール・デモ」いん・とよなか 
  

55 回目の「5.23」を前に、今年もデモを行

った。暑くも寒くもない天気で、暮れるには

まだ早い豊中のメインストリートにシュプレ

ヒコールがこだました。 

60 人ほどの参加者の思いは様々だが、

5月と10月のデモには必ず顔を出す人もい

れば、10 年以上のブランクがありながら参 

加してくれた人もあるなど、結びつきの強

さを改めて知った。そう、それほどに長い間、

闘い続けているのだ。 

そして、きっとそれが報われると皆が確

信をしているのだ。勝利への道を突き進も

う！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「部落解放同盟大阪府連合会／部落解放大阪府民共

闘会議」の HP より転載させていただきました。 

 

 

第３次再審で終結を 
 

 
https://sayama-jiken.jimdo.com/ 
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狭山事件の再審を求める市民集会「不

当逮捕 55 年！今度こそ事実調べ・再審開

始を」が 5 月 23 日に東京の日比谷野外音

楽堂でひらかれ雨の中、全国各地から約

2500 人が参加しました。  

   

 石川一雄さんはあいさつで「第 3 次再審

請求で 3 次で終結するには皆さんの支援

が必要不可欠。事件から 55 年。司法は必

ず真相究明してくれるという思いで闘ってき

たがまだまだ道のりは遠い。 

なんとしてもこの第 3 次再審請求以外に

ないと自分自身に言い聞かせながら連日

のように全国各地をまわっている。三次で

終結させるためさらなる協力をお願いした

い」と支援をよびかけました。  

 

  

開示された証拠をもとに弁護団は 202点

の新証拠を提出しています。新たな新証拠

について弁護団が報告しましたので紹介し

ます。  

   

 石川さんが逮捕されたあと、２度の家宅

捜索で発見されず 3 度目の家宅捜索で被

害者のものとされる万年筆が発見された。 

  

 被害者が事件当日まで使っていた万年

筆のインクの色は「ジェットブルー」なのに

石川さん宅で発見された万年筆のインクの

色は「ブルーブラック」。事件当日に被害者

が郵便局に立ち寄ったときにインクを補充

したなどと推測されてきた。 

被害者が使っていたインク瓶が証拠開

示され、当時のインクを取り寄せ鑑定した

結果、石川さんの「自白」にもとづいて石川

さん宅から発見された「万年筆」には被害

者が事件当日まで使っていたインクがまっ

たく検出されないことがわかりました。  

  

弁護団は、提出した下山鑑定のほかに

第二の下山鑑定を提出する予定。インクの

成分の分析から、石川さん宅から発見され

た万年筆には、被害者の使っていた万年

筆のインクが入っていなかったことが明ら

かになっていることなどを報告しました。  

 

 最後に、「寺尾判決で有罪とされた証拠

はことごとく崩壊しており、事実調べ、再審

開始の道をひらいていきたい」などとのべ

ました。 

 

 えん罪被害者の方々から連帯のうったえ

があり、6 月 11 日 13 時半から東京高裁で

再審かどうかの決定が下される袴田事件

の袴田巌さんの姉、ひでこさんがアピー

ル。 

 

 巌さんの近況を報告するとともに、弁護団

や市民への寄せ書きを求められたときに巌

さんが「幸せの花」と書いたことなどを紹介

（次ページの写真）。秀子さんは「（巌さんが

書く文字には）幸せなんて言葉はいままで

出てこなかった。今が幸せだと感じている

のではないか。いつまでも幸せに永遠に暮

らしていけるように願っている」などとのべ

ました。 

●プレイベントにはシンガーソングライターの小

室等さんらによる獄友イノセンスバンドが曲を

披露していただきました。 
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＊獄友イノセンス オールスターズ 

アン・サリー (vo) / 李政美 (vo) / 伊藤多喜雄 (vo) / うじきつよし (vo, e.gt) / 及川恒平 (vo) / 

大熊ワタル (vo, cl) / こぐれみわぞう (vo, ching-dong perc) / 河野“菌ちゃん”俊二 (vo, djembe) / 

金聖雄 (vo) / 小室等 (vo, a.gt) / こむろゆい (vo) / 坂田明 (vo, a.sax)  / 沢知恵 (vo) / 白崎

映美 (vo) / 谷川賢作 (vo, pf) / パギやん〔趙博〕(vo) / HaLo (vo) / トリ音 (theremin)  / 中川五

郎 (vo) / 中川敬(vo) / 橋本学 (drums) / POE〔朴保〕(vo) / ＊はなおと＊ (vo) / 牧原正洋 (trp, 

f.hr) / 吉野弘志 (cb) / 良元優作 (vo) / 四角佳子 (vo) 

●お申込みは、 info@gokutomo-movie.com 

 あるいはファックス 042-316-5882 まで。 

＜映画「獄友」主題歌＞ 

真実・事実・現実 あることないこと / 

獄友イノセンス オールスターズ  CD 2

枚組絶賛発売中！¥ 2,160(税込み)  

mailto:info@gokutomo-movie.com
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「獄友」を観る 
 

冤罪の傷跡の深さを知る 
 

 

「獄友」とは、いわゆる「獄中の友達」の

こと。しかし、それはすべて冤罪なのだ。狭

山事件の石川一雄さん、足利事件の菅谷

利和さん、布川事件の桜井昌司さん、杉山

卓男さん、そして袴田事件の袴田巌さん。

石川さんと袴田さん以外は無罪が確定して

いる。 

 

 袴田さんは長年の拘禁による、拘禁症状

があらわれていた。独房のなかで耐えて耐

えて耐えるために、自分の中に自分の世

界を作りその中で生きている袴田さん。一

般的な会話がなかなか難しい姿を見ると胸

が痛む思いと、袴田さんをそこまで陥れた

権力を持つ人間に無性に腹が立った。 

 

 1 年、いや 1日でも許せないのに、それが

48 年とか 44 年とか 18 年とか。言葉を失う

とはまさにこのこと。 

 

 石川さんは仮出獄とはいえ、いまだに無

実となっていない。桜井さんは、「刑務所に

入れたおかげで、今の自分があるし、とて

も感謝している」とすごく前向きなことを言っ

てらっしゃったが、きっと、そういう風に考え

て、そこを落としどころにしないと刑務所の

なかで過ごせなかったのだろう。窓から飛

び降りたくなる衝動を抑えきれないときがあ

るみたいだと、お連れ合いが語っていた。 

 

 菅家さんは、自白を強要され、やってもい

ないのに事件現場に連れていかれ、現場

検証に立ち会った屈辱は今も忘れられず、

今でも事件があった赤い橋に目をむけるこ

とはできないという。もともと気の弱い優し

い男性だった菅家さんが取調室でどれほど

の苦痛を味わったのか言葉少なげに語っ

てくれた姿になんとも言えない気持ちにな

った。 

獄中 29 年「布川事件」桜井昌司 
1967 年から 29 年間の獄中生活の後、仮釈
放。2009 年再審開始。2011 年無罪確定。 

獄中 29 年「布川事件」杉山卓男 
1967 年から 29 年間の獄中生活の後、仮釈
放。2009 年再審開始。2011 年無罪確定。
2015 年病死。 

獄中 17 年６ヶ月「足利事件」菅家利和  
1990年から 17年 6 ヶ月獄中生活。2009年、Ｄ
ＮＡの再鑑定で無実が証明され釈放。2010
年、再審で無罪が確定。 

獄中 31 年７ヶ月「狭山事件」石川一雄 
1963 年に逮捕。一審死刑、1977 年、無期懲役
確定。1994 年に仮釈放。獄中生活は 3１年７ヶ
月。現在第三次再審請求中。 

獄中 48 年「袴田事件」袴田巖 
1966 年に逮捕。1980年、死刑確定。2014 年、
再審決定で48年ぶりに釈放。2018年、東京高
裁が再審取り消し、最高裁に特別抗告中。今
も死刑囚のままである。 
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 それぞれが、それぞれの魅力を持ってい

て、全く違う人間のタイプで（当たり前だけ

ども）全員がすごく素敵な方たちだった。 

 

監督の金聖雄さんもＨＰに書かれていた

が、本当に「なぜ？」の一言につきる。なぜ

冤罪が生まれるのか？なぜ何の罪も犯し

ていない人たちがこれほどまでに自分の自

由や人生を奪われるのか？「自由」を得て

もいまだに精神世界の呪縛から解き放た

れずにいるのはなぜなのか？ 

 

 石川さんの無罪を一刻も早く勝ち取らな

ければいけないし、冤罪そのものをなくす

司法のシステムを構築すべきだ。 

 

                         

【森山 輝子】 
  

 

 

 

獄友が拓くヒューマン

な世界 
 

無罪判決から 4年あまりで亡くなった「布

川事件」の杉山さんも出てくるが、ヌーボー

としたさまが懐かしい。桜井さんは、冤罪者

支援のために精力的に各地を巡る一方で、

念願の「歌手」としても活躍をしている。友

だちもなく、ずっと一人でいた「足利事件」

の菅家さんは、見違えるほどの饒舌家にな

り、得意のカラオケでも人をうならせる。 

 

未だ別世界を持たざるを得ない袴田さん

は、「走る」ことを始め、噛み合わないところ

はあるが、他者との交流も成り立ち、将棋

では無類の強さを発揮する。独り、再審開

始決定もまだ出ていない石川一雄さんは、

獄友たちのそれを目の当たりにし、複雑な

表情を見せる。とても切ない場面だ。しかし、

彼らとの友情に包まれ、ひと時の癒しの時

間を過ごす。柔らかい表情がいい。 
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肩ひじ張らず、気楽に楽しめるいい作品

だ。「主役」の五人の個性が絡み合い何と

も言えない雰囲気を醸し出している。「冤

罪」と聞けば、「怒り」「哀しみ」「闘い」といっ

たフレーズが思い浮かぶが、それらをふわ

りと超え、涙ではなく、思わず笑いがこぼれ

る明るい世界があった。 

 

彼らをとらえるカメラのレンズが温かいの

だろう。そして、それは金監督のまなざしで

もある。よけいな力が抜け、いわば「自然

体」で五人を見る位置にあることがわかる。

映画を観る者の視線もそれと重なり、同化

していくような気分になる。 

 

「事件」と「冤罪」とがあって、五人五様の

世界がある。「事件」と「冤罪」とがなければ、

五人の今の世界は違ったものになっていた。

失ったもの、取り戻すことができないものも

たくさんあるが、得たものもあると彼らは言

う。そして、それらは秤にかけることはでき

ないものなのだ。 

 

しかし、「冤罪」はあってはならない。なく

すべきものであることは間違いない。人生

の途上で巡り合い、「獄友」という不思議な

絆でつながる彼らが待ち望んでいるのは、

袴田巌さんと石川一雄さんの再審無罪で

あり、その先に広がる冤罪のない世界だ。  

             

【ささき かんじ】 
 

胸つまる想い  

 

4 月 7 日、十三の映画館で、「やって

ないのに、殺人犯にされ、人生のほとん

どを獄中で過ごし」石川さん、袴田さん、

桜井さん、杉山さん、管家さんたちの交

流を描いた「獄友」というドキュメンタリー

映画を観ました。 

 

それぞれに一時、同時期に東京拘置

所や千葉刑務所で殺人犯の受刑者とし

て過ごしていました。だから、無実を訴え、

再審をもとめる石川さんの想いや、お互

い、冤罪被害者として無実の確信と共

感がありました。特に胸がつまる想いだ

ったのが袴田さんの姿でした。半世紀に

わたる獄中生活は常に死刑の恐怖に

怯えながらの日々。再審開始決定が出

て出所した袴田さんは、現実とはかけ離

れた自己に閉じこもる精神世界の姿で

した。冤罪はその人格や精神までも変

えてしまうのです。 

 

出所後、何ヶ月も自宅から外に出ら

れない。その袴田さんを元気づけようと、

桜井さんや石川さんをはじめ４人が誕生

祝いなどで交流している場面は、無念を

共有したものどうしの優しさと暖かさが

伝わってきました。袴田さんは現在もそ

の後遺症とたたかい続け、少しずつ回

復しています。 

 

ただ、高齢となった石川さんと袴田さ

んも、無罪が確定したわけではありませ

ん。石川さんは未だに、早智子さんとと

もに裁判所前や集会で再審・無実を訴

え続けています。この現実に、証拠の捏

造までして無実の人を殺人犯にしてしま

う警察・検察への怒りを禁じ得ません。

同時に、殺人犯として長期間獄中です

ごした冤罪被害者の、無念を力に変え

た優しさ・強さに触れた思いでした。 

 

狭山市民集会で（2014年5月23日） 
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見終わって、つくづく「一刻も早く石川

さんの再審・無罪を実現させないと」とい

う思いがこみあげてきました。 

 

【島田 勝彦】 

 

 

 

その１ 

三匹目の泥鰌が再審開始なら、自己満足の極

致！一匹目は証拠開示勧告、二匹目は証拠リス

ト開示。科学的を自認する？後藤眞理子裁判長、

もはや、再審開始で事実・鑑定人審理しかない

でしょ。 
 

 4 月、「次の三者協議で動きがあるかも

…」と小耳にはさむ。乗り遅れては…と、ゴ

ールデンウィーク前から、後藤眞理子裁判 

長へのはがきをはじめる。 

 

2009年12月、門野裁判長へのはがきは

170 通くらいで、「開示勧告」をひきだし、

2015年 1月、河合裁判長からは、日をおか

ず、「証拠リスト」をひきだし、三度目をねら 

 

ったのですが、喰いつくことなく、連休明け

36 回目の三者協議は継続で 9月中旬に。 

 

彼女は、三鷹事件もあり、狭山は 12

月？再審開始の感触が必要です。2019 年

「改元」、G20、2020 年、五輪の前に、ぜひ

とも再審開始です！で、やめれなくなりまし

た。要請はがきで一番の心配は、私の字が

読めるか？です。キャッチコピーは『心にと
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どけ 狭山再審』です。 

 

 1999 年３月 23 日、弁護団と東京高検の

開示折衝で、曾田検事（当時）が「手持ち証

拠を証拠リストと照合して整理した。積み上

げると 2～3 メートルある」と回答してから

「勧告」まで 10 年。それからも「開示せず」

が罷り通り、勧告の度、小出し、小出しで、

非開示証拠が高検にはまだまだあるし、所

管警察署保管のは入っていないし…。 

 

 

2018 年 4 月 28 日・No１                                                 
 

 さてさて、世間はG・Wのはじまりとざわつ

いてますが、79 歳、石川一雄さんの心はド

キドキです。「4 回目の成人式には無実を

晴らしたい…」と、中旬に予定されている 36

回目の三者協議を注視しています。後藤裁

判長の訴訟指揮がどちらをむいているの

か？です。 

 

 裁判所前でのアピール行動を目にし、耳

にされていることと思いますが、（模型の）

カモイに目をやられたことはあるでしょう

か？私は 70 年頃の現地調査で、当時のカ

モイを見ています。その時は、178 ㎝ありま

したのでユウユウ「万年筆は」見えました。

原判決のいう、「見えやすいところだから…

つい見逃すこともある…」というのが「判決

文」として通ることに、司法への信頼はなく

なりました。私の G・W はハガキをつづける

ことにします。 

 

 

2018年 6月 12日・No46（6月 11日・

袴田事件、再審みとめず）         
 

 やってくれはりましたなあ～！大島隆明

裁判長！再審認めず！2014 年 3 月の、静

岡地裁の決定をくつがえす。なら、この 4年、

再審を開き、公開でやればいいことで、4年、

こそこそやることはありません。それよりも、

取り調べの可視化、全証拠の開示…があ

れば 52 年もかかることはなかったのです。 

狭山もそうですが、捜査の作為が見え見

えで、警察権力の恐ろしさが続いています。

取り調べで「自白」を強要され、それに沿っ

て証拠を作り上げる…手段。後藤さんで

「断罪」してほしいものです。最高裁は真面

目にやるのでしょうか？ 

 

 

2018 年 7 月 5 日・No69                                              
 

 内藤正之裁判長「危険性は社会通念上

無視しうる程度」と。名古屋高裁金沢支部

での、大飯原発差し止め訴訟で「差し止め

取り消し」。内藤さんアホですか。「判決文」

と言えるシロモノではないでしょ。福島原発、

万が一ではなく、裁判で、指摘されていた

にもかかわらず、東電が無視したための事

故であったではありませんか。 

 

 18 日の大阪の地震もそうです。日本およ

び世界のどこでも「万が一」はおこりえるの

です。それを想定することなく、全くの責任

転嫁です。 

 

 「福島事故の深刻な被害の現状などに照

らし、原発を廃止・禁止することは大いに可

能であるが、その当否の判断は司法の役

割を超える。国民世論として議論され、政

治的判断に委ねられるべきだ」に至っては、

ヒラメ裁判官の典型ですね。政治的判断？

なら司法はいらない！（別稿あり）。 

 

 

2018 年 8 月 10 日・No105                                          
 

１９７７年 ８月３０日 第 1 次再審請求（東

京高裁） 

１９８０年 ２月 ５日  棄却（四ッ谷巌） 

１９８６年 ８月２１日 第 2 次再審請求（高

裁第４刑事部） 

１９９９年 ７月 ８日 棄却（高木俊夫） 

２００６年 ５月２３日 第 3 次再審請求（高

裁第４刑事部） 

２００９年 ５月２３日 門野博裁判長 

６月２５日 三者協議開催通告 
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９月１０日 第１回三者協議。高

検に証拠開示の意

見求める。 

１２月１６日 第 2 回三者協議。高 

検に 8 項目の証拠

開示勧告。 

２０１０年 ２月     岡田雄一裁判長に 

２０１１年 ５月１０日 小川正持裁判長に 

２０１３年 ３月 ５日 河合健司裁判長に 

２０１５年 ６月２９日 植村稔裁判長に 

２０１７年１２月２２日 後藤眞理子裁判長 

    に 

 

10 年で 6人の裁判長。36 回の三者協議。

もっとテキパキとやれませんか！人間の命

がかかってるのです！！ 

 

 

2018 年 8 月 8 日・No103                                         
 

 （栃木県）「今市事件」で、東京高裁・藤井

敏明裁判長は、一審判決（宇都宮地裁）を

「（録音・録画に頼りすぎると）主観により左 

 

 

右される、印象に基づく判断になる可能性

が否定できない」と「違法」としたものの、同

時に「被告」の車の走行距離や、捜査中に

母親に送った手紙の内容などを踏まえて

「被告が殺害犯であることは合理的な疑い

を差し挟む余地なく認められる」と。 

 

 状況判断からの判決にすぎない、ことを

裁判官もわかっていてゴリ押ししているの

が明白です。ぜんぜん合理的な判決では

ありません。殺害現場も特定されない、「栃

木県内、茨城県内、または、それらの周辺

…」で「走行距離」とはよく言えたものです。 

 

 小学校で学んだ、立法、行政、司法の三

権分立の正三角形は、今や、「選挙で信を

得た」と豪語する「安倍内閣府」に覆われ、

「分立」などありません。第三次再審、厳し

い状況下ですが、酷暑、大雨、台風、地震

…を耐え、全国行脚、現調受け入れなど、

日々闘い続けているふたりに応えなければ

なりません。 

 

（2018 年 8 月 24 日現在、No119） 

その２ 

基準を超える地震・「来ない」根拠なし・再稼

働認めぬ判断 

行政の裁量逸脱・司法の介入・やむを得ない 

好漢・樋口英明 元福井地裁裁判長、語る。 

●要請先 

〒100－8933 東京都千代田区霞が関 1-1-4 

東京高等裁判所第 4 刑事部  

裁判長裁判官 後藤眞理子さま 

並びに裁判官 成川洋司，地引広，杉山正明さま 

 

〒100－8904 東京都千代田区霞が関 1-1-1  

      東京高等検察庁 狭山事件担当検事 さま 
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樋口 私が一審判決で指摘した点について

具体的に反論してくれ、こんなに安全

だったのかと私を納得させてくれる判

決なら、逆転判決であっても歓迎しま

す。しかし、今回の控訴審判決の内容

を見ると『新規制基準に従っているか

ら心配ない』というもので、全く中身が

ない。不安は募るばかりです。 

 

狭山、袴田、今市…でも同じです。推測

に推測を重ねているだけで、納得できる判

決ではありません。私人になったばかりの

裁判官でさえ不安なんです。司法の未来

に。 

ネットで「国を亡ぼすアカ新聞」と右翼か

ら攻撃されてる、朝日新聞の 8 月 4 日のイ

ンタビュー記事をぜひご一読ください。「ア

カイアカイアサヒハアカイ」の時代から見れ

ば、薄いピンクなんですけどね…。巷では、

同窓会で、「うちは朝日よ…」と言ったら、

「ええ～っ」と言われたとも 

…。次はM紙？ 

 

樋口 原告住民が言っているように国内で

かつて観測された最大の地震である、

4022 ガル（2008 年・岩手・宮城）を基

準として設計するとか、現在の技術で

対応可能な最大の地震を想定すると

か、いろいろな方法があるはずです。

なにしろ大飯原発の 700 ガルというの

は、私が住んでいる家に対して住宅メ

ーカーが保証している 3400 ガルに比

べてもはるかに小さい値なんですよ。 

原発は私の家より地震に弱い。 

 

（6 月 18 日の高槻で 1540 ガルを計測して

ます。1995 年・阪神淡路・1000 ガル。

2011・東日本・3000 ガル。なんですよ！

電力会社、基準を作った、地震学者のつ

ながりがありありです。） 

 

樋口 高校生が読んでもわかるような判決

にしようと考えて書きました。 

記者 「豊かな国土とそこに国民が根を下

ろして生活していることが国富であり、

これを取り戻すことができなくなること

が国富の喪失である」の文にも驚きま

した。 

樋口 「これを書かせたのは、自分で言うの

もなんですが『愛国心』だと思っていま

す。判決当時、私はネット上で『左翼裁

判官』などと批判されましたが、本当

の保守は原発に反対すべきだと思い

ます。 

   裁判所の転勤サイクルは 3～4 年です。

原発訴訟には通常 5 年はかかるので、

最初は判決まで書くつもりはありませ

んでした。一方で、大飯原発が危険な

ら再稼働前に止めなければ、という気

持ちもありました。判決が直ちに原発

を止める効力がないと知っていても、

裁判所の責任分担として、危険と思っ

たらなるべく早く判断を示すべきだと

思いました。 

 

記者 樋口さんの後任の裁判長を含め、高

浜原発の決定に対する異議審を担当

した 3人は、最高裁事務総局付きを経

験した「エリート裁判官」。樋口さんの

差し止め仮処分を取り消しました。 

 

樋口 2 人までは偶然で説明できますが、3

人とも事務総局経験者というのは、何

らかの示唆を受けて赴任した可能性

はあると思います。若い裁判官には独

立の気概を持て、と言いたい。 

 

エリート官僚は言うに及ばず、56 年間、佐

野屋周辺の張り込み配置しやすい場所で、

取り逃がす大失態の糊塗の為に「自白」を

ひきだし、それにすがり続けてきた、警察、

検察、裁判所。原発も狭山も、差別的・政

治的裁判以外のなにものでもない！裁判

官よ、科学者よ、良識と、理性と、気概を持

ってよ！ 

 

2018 年 8 月 24 日記す。 

【いしはら びん】 
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現下の状況をどう見るか？

そして、展望をどう拓くか？ 
 

事件から 55 年余、第 3 次再審請求から

12年余が経過し、2009年 9月 10日に始ま

った三者協議は 36 回を数え、2018 年 5 月

までに 191 点の未開示証拠が開示され、

202 点の新証拠が提出されてきました。そ

して、昨年 12 月には第 3 次再審 8 人目の

裁判長として後藤眞理子裁判長が就任し

ました。 

  

先般、同じ第 4 刑事部で審理されている

「三鷹事件」の第 2 次再審では、弁護団が

求めた鑑定人尋問をしないままに判断が

出されることになりました。後藤裁判長は

2002 年 6 月 23 日の定年退官をにらんで

「懸案」の処理に出てきているのかもしれま

せん。いずれにせよ、狭山も極めて重要な

局面に立ち至っていることは間違いなく、9

月中旬に予定されている第 37 回三者協議

で事態が大きく動くようなこともなきにしもあ

らずです。 

 

6 月 11 日、多くの人が検察の即時抗告

棄却・再審確定を確信していた「袴田事件」

で、東京高裁第 8 刑事部（大島隆明裁判

長）は、あろうことか再審開始決定を取り消

すという真逆の決定をし、8 月 3 日、「今市

事件」でも東京高裁第 5 刑事部（藤井敏明

裁判長）は、荒唐無稽な無期懲役判決を行

ったように、最高裁のお膝元である東京高

裁は露骨な反動ぶりを示しています。 

 

冤罪が疑われようと、誤判は認めず、確

定判決を維持し、彼らがいうところの「司法

の安定性」を守り抜くという並々ならぬ意思

が見て取れます。もちろん狭山に対しても

然りであり、これを打ち破るのは容易では

ないと改めて思います。 

 

5 ページにあるように、「解放新聞」に 7

月16日から4回にわたって「全国の仲間か

らの声」（私を含む6人）が掲載されました。

どれも思いの詰まったいい原稿ですが、個

人的にはイマイチの物足りなさを感じまし

た。というのは、「出会い」や「思い」は闘い

の原点ともいうべきもので、大事なことです

が、今求められているのは、全国津々浦々

で展開されている日々の闘いをつなぎ、東

京高裁および東京高検を追い詰めるため

にどうするのかということで、そのためのプ

ランやアイデア、取り組みを提起することで

あり、そうした要請を満たすものとはなって

いないからです。 

 

 

 

狭山第 3次再審担当裁判長 
 

①仙波 厚    ２０１６．５．２３～ 

②大野 市太郎 ２０１６．９．９～ 

③門野 博    ２０１７．５．２３～ 

④岡田 雄一   ２０１０．２．５～ 

⑤小川 正持   ２０１１．５．１０～ 

⑥河合 健司   ２０１３．３．５～ 

⑦植村 稔    ２０１５．６．２９～ 

⑧後藤 眞理子 ２０１７．１２．２２～ 
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この「特集」が引き金となって、そうした議

論が興ることを期待したいと思います。 

 

そして、5月 18日に「毎日新聞」（28 ペー

ジ）に、7 月 19 日に「西日本新聞」（29 ペー

ジ）に意見広告が掲載され、今また｢10.31｣

に向けて近畿で「朝日新聞」への意見広告

の取り組み（30 ページ）が始まっています。

そもそも意見広告がどれほどの効果があ

るものかは定かではありませんが、少なく

とも世論喚起のための有力な手段の一つ

であると思います。 

 

しかし、これらはいずれも地域が限定さ

れており、全国に行き渡るものではありま

せん。かねてより意見広告運動を提起して

きた立場で言えば、やはり、全国紙（例え

ば、発行部数トップの「読売新聞」）にやっ

てこそ、その意味があると思います。 

 

そして、この取り組みは何よりも、そのプ

ロセスに大きな意義があります。狭山闘争

はその 55 年の歴史において、数えきれな

いほどの人々と絆を結んできました。おそ

らく幾百万人になるはずです。しかし、今現

在も関わっている人はその何割かで、リタ

イアしている人も少なからずおられると思

います。狭山に関わったかつての「狭山人」

（さやまびと）に改めて訴えるために、また

新たな「狭山人」を獲得するために、意見広

告運動は有効なツールになるはずです。 

 

広く、薄く、どこでも、誰でも参加できる取

り組みです。これに代わる取り組みがある

のであれば、それもいいと思いますが、そう

した提案・提起はありません。急いては事

を仕損じるとも言われますが、時間はある

ようでないかもしれませんし、「ああ、あの

時･･･」となっては元も子もありません。 

敵は追及をいかにかわし、逃げ切るかを

虎視眈々とうかがい、ロードマップを準備し

ていると考えても不思議ではありません。

だから今、打てる手を全部打ち尽くす、それ

くらいのことがあっていいと思います。 

 

そして、最も基本的なことは、狭山事件

が冤罪であることを一人でも多くの人に知

ってもらい、関心を持ってもらい、関与・支

援をしてもらうことです。そのためには、誰

もが容易にそうした情報に接したり、アクセ

スできるようにすることが必要不可欠になり

ます。 

 

当たり前のことですが、これがなかなか

やりきれていないのが実情です。こうして本

誌を編集している私も情報を得るのに四苦

八苦しているし、焼き直しのものや借り物

の記事で紙面を埋めているのが実情です。

もちろん、誰がどのような情報を必要として

いるのかは一律ではありませんから、難し

い課題だとは思いますが、少なくとも、情報

をストックしているところは、それを惜しみな

く提供すべきでしょう。人やお金の問題もあ

るとは思いますが、それは知恵を働かせれ

ば解決するはずです。 

 

最後に、展望について言えば、「現状」の

ままでは厳しいと言わざるを得ません。高

裁や高検への要請行動の一覧（11～12 ペ

ージ）を見ても、彼らの心胆を寒からしめる

ほどのものではないだろうし、5月と10月の

東京での集会＆デモにしてもマンネリ化を

免れません。 

 

とは言いつつ、こうした取り組みを維持し

つつ、さらに上積みをできるのかと問えば、

これまた困難で、二進も三進もいかなくなり

ます。その意味では、何が一番有効か、何
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が現実的かを選別・選択しなければなりま

せん。それはどこかの誰かが決めて提起

するのではなく、知恵出しの場、徹底した議

論の場を設定し、合意形成を図ることが必

要でしょう。 

時機は切迫しつつあります。逸すること

なく、とりかかり、総がかり体制をつくり、う

ねりをおこしましょう。 

 

【ささき かんじ】 

ＦＢ「狭山事件の再審を実現しよう」より

https://www.facebook.com/sayamajiken 
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あとがきにかえて 
 

前号（NO.34）は 2017 年 1 月発行で、

2016 年 10 月に菅野良司さんを招いて行っ

た、「下山鑑定」の学習会の講演録を掲載

しました。個人的には、この「下山鑑定」で

“決まり！”だと思い、これに絞り込みまし

た。 

検察が出してきた「反論」の内容はわか

りませんが、「反論になっていない」代物だ

ということですから、植村稔裁判長に下山

博士の鑑定人尋問を迫り、事実調べへの

突破口にすべきだと思いました。 

 

しかし、事態はなかなか進展せず、植村

裁判長はノラリクラリと時間稼ぎに近いこと

を繰り返したあげく、とうとう2017年12月に

異動してしまいました。臍をかむ思いをした

のは私だけではなかったと思いますが、後

の祭りで、後藤眞理子裁判長が新しい裁

判長になったことは周知のとおりです。 

 

9月中旬には37回目の三者協議が予定

されており、後藤裁判長が何らかの「判断」

なり「考え」を示す可能性もあります。 

1986年 8月 21日に請求した第 2次再審

は、1999 年 7 月 8 日に棄却され、要した時

間は12年11カ月です。第3次再審は2006

年 5 月 23 日の申し立てからすでに 12 年 4

カ月になります。 

 

時間で決まるものではありませんが、い

つ判断があってもおかしくはない時期にき

ていることは間違いありません。後藤裁判

長の定年退官日（2020年6月23日）をにら

んだ動きが加速すると思われます。 

 

問題は、誤りなき判断を引き出すために、

積み重ねてきた敗北」の歴史にピリオドを

打ち、再審開始へと歩を進めるためにどう

するのかということです。 

今号は、そうした問題意識で編集したつ

もりです。しかし、第 3 次再審をめぐる現状

と取り組みについての生の情報がなく、隔

靴掻痒の感は否めませんが、それでも･･･

です。 

 

30 ページの「意見広告」のチラシは兵庫

県連のものですが、取り組みは近畿ブロッ

クで行うと聞いています。まもなく、関係府

県連等からのお知らせがあると思います。

とりあえずは、これを成功させましょう。 

 

さて、豊中では5月と 10月の市民アピー

ル・デモを継続すると共に、この度は「獄

友」上映会を企画しました。観ていない方

はもちろん、観た方もぜひお越しください。  

 

次号は、機を逸することのないよう、

準備したいと思います。感想・意見・情

報・提言などありましたらお寄せくださ

い。 

 

お礼 

前号に振込用紙をいれさせていただ

きましたが、沢山の方から多額のカン

パを頂戴しました。総額１１８，８７６円

です。この場を借りて心よりお礼を申し

上げます。一部を本誌の印刷費・郵送

費等にあてさせていただきました。 

 

※ここに行けば、石川さん夫妻に会え

ます（左の予定表）。 

☆9月 5日   11時 50分 高裁前アピール 

☆9月 10日  「獄友」新潟上映会（長岡） 

☆9月 20日  全国狭山活動者会議（13時 30分）  

☆9月 23日  41回全国人権保育研究集会（大宮） 

☆9月 29日  長野県民狭山集会（上田市） 

☆10月 4日  荒川狭山集会 

☆10月 6日  部落解放新潟県研究集会（柏崎市） 

☆10月 16日 三重県での集会 

☆10月 23日 練馬狭山集会 

☆10月 26日 大宮「獄友」上映会 

☆10月 31日 狭山市民集会 

☆11月 4日  浜松：袴田集会 

☆11月 8日  埼玉県研究集会（加須市） 

☆11月 15日 埼玉同和センター研修会（大宮） 

☆11月 27日 全研（～29日岡山） 

☆12月 2日  鳥取「獄友」上映会 
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